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菅　禮子

　秋田の大人たちが、子供を脅すのに「言うことを聞か

ねばモキャモキャが来るぞ！」というのがある。今はほ

とんど耳にしないので“あった”というべきか──

　外地育ちのわたしは「モキャモキャ」の意味がわから

ず“モモンガ”のことか？と思っていたが、ある人が「そ

れは蒙古のことだ」と教えてくれた。その真偽のほどは

解らないが、一応、これを真のこととして筆を進めよう。

　蒙古──昭和生まれのわたしが、遠い遠い蒙古の地に

憧れを抱くようになったのは何時からのことであった

ろう……小学生の頃、吾家に寄宿していた三人の従姉た

ちが口ずさみ、節に合わせて踊ったりしているその歌の

詩句とメロディにふと惹きつけられたのが初めと言え

ようか──

　〽天つ日影に生い立ちし大和撫子雄々しくも

　　救いの使命身に帯びて征きし乙女に幸あれや

　〽羊飼う子の笛の音は　祖国の歌を歌えども

　　胡砂吹く荒野風荒れて蒙古の王城今いずこ

　“征きし乙女”は明治時代に蒙古王の子女の家庭教師

として、単身蒙古の地に赴いた川原操（長野女子師範出）

のこと。

　彼女にまつわるエピソードは紙数の関係ご割愛する

が、わたしはこの歌に触発されて──わたしも川原操の

ように蒙古なる地に行ってみたいと憧れを抱いたの

だった。それは当時乙女たちの間で大流行した中原淳一

描くところの少女画に対する心情とおなじようなもの

ではなかったか？

　蒙古──その名が日本の国の津々浦々まで知れ渡っ

たのはかなり古い。十三世紀──文永十一年（紀元

1274）弘安四年（紀元1281）の二度にわたって忽必烈

を王とする元の兵が船団を組んで日本の北九州に侵攻

して来たのだ。折から襲来した颱風によって船は人諸共

にことごとく沈み元の日本侵略は挫折した。しかし、蒙

古（モキャモキャ）が来るぞという子供への脅し文句に

なるほど、それは日本国の人びとにとって有史以来未曾

有の恐怖の対象であったのだろう。

　ある日、わたしは一冊の本にめぐりあった。

　梅棹忠夫という方の『回想のモンゴル』（中央公論 

1990年10月刊行）という本である。いわゆる蒙古の大

草原に展開したフィールドワークを基礎に民族文明学

という独自の文明論を確立したその内容は、それまでの

フワフワした乙女チックなわたしの憧れを雲散霧消さ

せた。

　梅棹氏は京大時代、先輩 今西錦司氏が、大興安嶺や内

モンゴルを数ヶ月にわたって探査旅行した折の、果てし

なく拡がるモンゴルの大草原の魅力を語るのに刺激を

受け、いずれは自分もモンゴルの地に入って学術調査を

したいと希い、それを実行されたのだった。『回想のモン

ゴル』はその所産である。心を打たれたのは、その情報の

処理法である。面倒な資料を楽しんで整理している──

それについて、氏は“情熱的な夢を強烈な意思の力で、行

為につなげることだ”と言われた。

　後年視力を失われても尚かつ学問への情熱を失わな

かった氏のこのお言葉は、現在手足のシビレや、歩行の

ままならぬ状況にあって、厭世的・虚無的になりがち

だったわたしを蘇生させた。耐え難いと感じていた起居

動作が楽になった。そして最も嬉しいことは、少女時代

の夢だった蒙古を感じ、観ることができたことである。

なぜならわたしは梅棹忠夫氏の眼と心を通して、蒙古の

大草原を、そこに生活するモキャモキャの人びとの暮ら

しの様式やそこに棲む動物たちの姿を観た。

　氏は二月三日逝去された。今頃は、空の上で地球全体

のフィールドワークをされていることだろう。
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長い冬の憂さを一気に取り払うように
鮮やかな花が開く。
人の世は、目まぐるしく変わるが、
巡りまわる季節は逞しく不変。

「紅　梅」　絵／文　白澤 恵舟

遙かなるモンゴル（蒙古）と梅棹忠夫先生
おとな
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。

　2月21日、秋田県建設業協会（村岡淑郞
会長）、秋田県建設産業団体連合会（菅原
三朗会長）・秋田県建設青年協議会（大沼
武彦会長）の共催で2012新春講演会を開
催し、会員・関係者約130名が参加した。
　今回のテーマは「列島強靱化論」。京都
大学大学院教授の藤井聡氏が講師とし
て、東日本大震災からの復興を通じ、日本
列島を如何に強化していくか、デフレか
らの脱却を図るかを講演した。
　講演で藤井氏は、日本がデフレに陥っ
ている要因として、国債増による国家の
破綻など政府、国民、マスコミが持ってい
る誤った認識を列挙。そして、乗数効果の
高い公共事業による災害に強い国土づく
りと併せてデフレ脱却・財政再建を図る
有効策として、財政出動による内需拡大

を挙げた。現在、太平洋ベルトに集中して
いる人口を新幹線などの交通インフラを
整備することより地方に拡散。また、震災
復興や今後高確率での発生が予想される
関東・東海地方における大地震に備えた
耐震強化・津波対策をはじめとした災害
に強い国土づくりを国債など政府が財政
出動することにより推進、これにより内
需を拡大、経済を活性化させ、デフレ脱却
を図る方策を説明した。また、公共事業の
抑制、増税は、経済が回復した時点で過剰
なインフレを抑制するために行うべき方
策であると述べた。
　藤井氏は最新の著書として『救国のレ
ジリエンス』（講談社）を上梓。これまでに
も『正々堂々と「公共事業の雇用創出効
果」を論ぜよ』（2010・日刊建設工業新聞

協会

　秋田県は「J-VER制度」で発行したCO2
削減・吸収量のクレジットを初めて販売し
た。
　購入者は県内外の7団体・企業で、この
中、本会会員の株式会社小野建設（小野雅
敏社長・羽後町）と同社社長が同じく代表
を務める有限会社クリーンカンパニーが
購入した。2月16日に秋田県庁において佐
竹敬久知事から天然秋田杉で作られた契
約記念証を交付された。
　J-VER制度は国内における化石燃料代

秋田県

（株）小野建設、（有）クリーンカンパニーが購入

2012新春講演会「列島強靱化論」

CO2削減量売買「J-VER制度」による森林整備への貢献

「強くしなやかな国、日本」を目指して

土木・労務委員会

替や森林整備などのプロジェクトによる
CO2の排出削減・吸収量をカーボン・オフ
セットに用いられるクレジットとして認
証する制度。環境省が平成20年度に創設・
管理しているもので、自治体や森林組合が
同制度により認証されたクレジットの売
却益を森林整備に充てることでさらなる
CO2削減に繋げる。
　今回、秋田県が販売したクレジットは、
県有林J-VERプロジェクトとして昨年9月
に羽後町の県有林34ヘクタールの間伐を

協会

秋田県建設交通部と意見交換

実施、認証されたクレジット・CO2 323t
分のうち169t分で、この売却益は県有林
の整備費に充てられる。

社）、『公共事業は日本を救う』（2010・文春
新書）、『列島強靭化論－日本復活5ヵ年計
画－』（2011・文春新書）などの自著により
社会資本整備・公共投資の重要性を発信。
政治の場においても識者として積極的な
情報発信を行っている。

　3月15日、秋田県建設業協会 土木委員
会（佐藤清忠委員長）と労務委員会（武田鋭
彦委員長）は合同で秋田県建設交通部との
意見交換会を開催した。
　この意見交換会は土木・労務両委員会に
おいて協議・検討した公共工事の諸問題に
ついて秋田県建設交通部への要望、また、
意見交換を行うために開催した。
　秋田県建設交通部からは塚田善也建設
管理課長、伊勢礼晴技術管理室長をはじめ
職員8名が出席し、▽工事施工▽設計・積算

▽入札・契約制度などについて、それぞれ
のテーマに沿って提起された事項につい
て委員と意見を交わした。
　委員からは、設計について図面と現地状
況との整合性を求める意見や、工事施工に
おいて支障となる問題等、そして現在の景
況に合った入札・契約制度の見直しなどを
県建設交通部へ申し述べた。また、県建設
交通部からは受発注者間の協議など今後
の施策、制度の動向について委員に説明・
回答した。

協会

　県協会では、2月2日、
秋田ビューホテルにお
いて平成23年度秋田県
建設産業人材確保・育
成推進協議会（川上洵
会長・秋田大学大学院
教授）を開催した。
　協議会には、業界や
行政機関、教育機関の
代表者などを含めた11名が出席。
　初めに、人材確保・育成推進協議会川上会長は、「3.11
の大震災から11カ月、瓦礫の撤去・復興計画がやっと出
来てきたところである。被災地に隣接している我が県も
さまざまな影響があると思われるが出来る限りの支援
協力をしていきたい。本日は協議会の中での現状と平成
23年度の活動、平成24年度の事業計画を事務局より報
告していただき、短期的な課題と長期的な展望について
ご意見を伺いたい」とあいさつ。
　引き続き協議事項に入り、24年4月新規学卒者採用予
定と24年3月高校卒業予定者の建設業への就職状況の
調査結果が報告された。また、23年度の活動状況、24年
度事業実施計画（案）が事務局より説明され、秋田労働局
からは最近の雇用失業情勢などが示された。その中で、
会員企業調査によると、企業数が19社から38社、採用者
数が39人から72人と大幅に上回っている。一方建設系
高校では、内定者74人中、県外内定者44人（60％）、前年
度の49％から11ポイント増加したことが協会側から報
告された。県外内定者が増加する中、教育機関側からは
採用していただいた県内企業への訪問時「県内建設業界
も厳しいが将来を考えて一人でも新規採用をしていき
たい」という経営者の声が多かったことを紹介。また、景
気のいい時は賃金の高い県外へ就職という傾向があっ
たが、少子化の影響か不景気の現在、親元から通っても
賃金に変わりがないのなら親元へ置きたい、親元から通
いたいという県内就職希望が高い現状である」と説明。
業界側からは資格取得と離職について、「資格取得まで
入社から4～5年かかる。就職してすぐに資格を取得で
きるように高校時代のフォローと無資格期間がある現
在の資格取得のしくみをなんとかしてほしい」「資格取
得の費用を企業側で負担しているが、資格は個人につい
ているものである、本来個人で負担して取得するものだ
という「意識と自覚」を教育の中に盛り込んでほしい」と
要望があった。このほか、協会事務局からは、東日本大震
災の被災県の入札参加要件が緩和され業者の参加が可
能になれば求人が伸びる。応援しやすい環境が出来れば
我々業界も是非協力したいと述べた。

採用企業・採用予定者も大幅増を報告

人材確保・育成推進
協議会を開催

32
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建退共秋田県支部から（財）建設業福祉共済団から
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の
か
…
。

　
十
和
田
湖
は
、
域
内
の
半
分
近
く
が
秋
田
県
に
属

し
て
い
る
。
し
か
し
、„
お
い
し
い“
と
こ
ろ
は
全

部
青
森
県
に
持
っ
て
い
か
れ
て
い
る
よ
う
な
感
も
あ

る
。
発
荷
峠
は
秋
田
県
だ
が
、
休
屋
に
入
る
す
ぐ
手

前
に
県
境
が
あ
り
、
一
番
に
ぎ
わ
い
一
番
お
金
の
落

ち
る
場
所
が
青
森
県
側
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
そ
ん
な
青
森
県
側
の
休
屋
地
区
の
に
ぎ
わ
い
に
比

べ
る
と
、
秋
田
県
側
の
西
岸
一
帯
、
い
く
つ
か
の
宿
泊

施
設
が
あ
る
大
川
岱
地
区
な
ど
は
、
あ
ま
り
に
も
寂
し

い
。
な
ん
で
も
か
ん
で
も
に
ぎ
や
か
で
あ
れ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
も
な
い
と
思
う
が
、
何
か
も
う
一
段
の

„
生
か
し
方“
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
年
筆
者
は
、
西
岸
の
一
角
に
あ
る
十
和
田
ホ
テ

ル
に
泊
ま
っ
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
自
体
も
歴
史
的
由
緒

の
あ
る
魅
力
的
な
宿
な
の
だ
が
、
私
が
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
は
、
湖
の
向
こ
う
側
か
ら
朝
日
が
昇
る
瞬

間
だ
っ
た
。

　
神
々
し
い
ほ
ど
の
絶
景
！

　
湖
の
西
岸
な
ら
で
は
の
至
福
の
と
き
で
あ
っ
た
。

休
屋
地
区
の
宿
で
は
こ
ん
な
贅
沢
は
味
わ
え
な
い
。

秋
田
に
は
い
い
も
の
が
山
ほ
ど
あ
る
。
ほ
ん
と
う
に

そ
う
思
う
の
だ
け
ど
…
。

　2月21日、秋田県建設業協会（村岡淑郞
会長）、秋田県建設産業団体連合会（菅原
三朗会長）・秋田県建設青年協議会（大沼
武彦会長）の共催で2012新春講演会を開
催し、会員・関係者約130名が参加した。
　今回のテーマは「列島強靱化論」。京都
大学大学院教授の藤井聡氏が講師とし
て、東日本大震災からの復興を通じ、日本
列島を如何に強化していくか、デフレか
らの脱却を図るかを講演した。
　講演で藤井氏は、日本がデフレに陥っ
ている要因として、国債増による国家の
破綻など政府、国民、マスコミが持ってい
る誤った認識を列挙。そして、乗数効果の
高い公共事業による災害に強い国土づく
りと併せてデフレ脱却・財政再建を図る
有効策として、財政出動による内需拡大

を挙げた。現在、太平洋ベルトに集中して
いる人口を新幹線などの交通インフラを
整備することより地方に拡散。また、震災
復興や今後高確率での発生が予想される
関東・東海地方における大地震に備えた
耐震強化・津波対策をはじめとした災害
に強い国土づくりを国債など政府が財政
出動することにより推進、これにより内
需を拡大、経済を活性化させ、デフレ脱却
を図る方策を説明した。また、公共事業の
抑制、増税は、経済が回復した時点で過剰
なインフレを抑制するために行うべき方
策であると述べた。
　藤井氏は最新の著書として『救国のレ
ジリエンス』（講談社）を上梓。これまでに
も『正々堂々と「公共事業の雇用創出効
果」を論ぜよ』（2010・日刊建設工業新聞

協会

　秋田県は「J-VER制度」で発行したCO2
削減・吸収量のクレジットを初めて販売し
た。
　購入者は県内外の7団体・企業で、この
中、本会会員の株式会社小野建設（小野雅
敏社長・羽後町）と同社社長が同じく代表
を務める有限会社クリーンカンパニーが
購入した。2月16日に秋田県庁において佐
竹敬久知事から天然秋田杉で作られた契
約記念証を交付された。
　J-VER制度は国内における化石燃料代

秋田県

（株）小野建設、（有）クリーンカンパニーが購入

2012新春講演会「列島強靱化論」

CO2削減量売買「J-VER制度」による森林整備への貢献

「強くしなやかな国、日本」を目指して

土木・労務委員会

替や森林整備などのプロジェクトによる
CO2の排出削減・吸収量をカーボン・オフ
セットに用いられるクレジットとして認
証する制度。環境省が平成20年度に創設・
管理しているもので、自治体や森林組合が
同制度により認証されたクレジットの売
却益を森林整備に充てることでさらなる
CO2削減に繋げる。
　今回、秋田県が販売したクレジットは、
県有林J-VERプロジェクトとして昨年9月
に羽後町の県有林34ヘクタールの間伐を

協会

秋田県建設交通部と意見交換

実施、認証されたクレジット・CO2 323t
分のうち169t分で、この売却益は県有林
の整備費に充てられる。

社）、『公共事業は日本を救う』（2010・文春
新書）、『列島強靭化論－日本復活5ヵ年計
画－』（2011・文春新書）などの自著により
社会資本整備・公共投資の重要性を発信。
政治の場においても識者として積極的な
情報発信を行っている。

　3月15日、秋田県建設業協会 土木委員
会（佐藤清忠委員長）と労務委員会（武田鋭
彦委員長）は合同で秋田県建設交通部との
意見交換会を開催した。
　この意見交換会は土木・労務両委員会に
おいて協議・検討した公共工事の諸問題に
ついて秋田県建設交通部への要望、また、
意見交換を行うために開催した。
　秋田県建設交通部からは塚田善也建設
管理課長、伊勢礼晴技術管理室長をはじめ
職員8名が出席し、▽工事施工▽設計・積算

▽入札・契約制度などについて、それぞれ
のテーマに沿って提起された事項につい
て委員と意見を交わした。
　委員からは、設計について図面と現地状
況との整合性を求める意見や、工事施工に
おいて支障となる問題等、そして現在の景
況に合った入札・契約制度の見直しなどを
県建設交通部へ申し述べた。また、県建設
交通部からは受発注者間の協議など今後
の施策、制度の動向について委員に説明・
回答した。

協会

　県協会では、2月2日、
秋田ビューホテルにお
いて平成23年度秋田県
建設産業人材確保・育
成推進協議会（川上洵
会長・秋田大学大学院
教授）を開催した。
　協議会には、業界や
行政機関、教育機関の
代表者などを含めた11名が出席。
　初めに、人材確保・育成推進協議会川上会長は、「3.11
の大震災から11カ月、瓦礫の撤去・復興計画がやっと出
来てきたところである。被災地に隣接している我が県も
さまざまな影響があると思われるが出来る限りの支援
協力をしていきたい。本日は協議会の中での現状と平成
23年度の活動、平成24年度の事業計画を事務局より報
告していただき、短期的な課題と長期的な展望について
ご意見を伺いたい」とあいさつ。
　引き続き協議事項に入り、24年4月新規学卒者採用予
定と24年3月高校卒業予定者の建設業への就職状況の
調査結果が報告された。また、23年度の活動状況、24年
度事業実施計画（案）が事務局より説明され、秋田労働局
からは最近の雇用失業情勢などが示された。その中で、
会員企業調査によると、企業数が19社から38社、採用者
数が39人から72人と大幅に上回っている。一方建設系
高校では、内定者74人中、県外内定者44人（60％）、前年
度の49％から11ポイント増加したことが協会側から報
告された。県外内定者が増加する中、教育機関側からは
採用していただいた県内企業への訪問時「県内建設業界
も厳しいが将来を考えて一人でも新規採用をしていき
たい」という経営者の声が多かったことを紹介。また、景
気のいい時は賃金の高い県外へ就職という傾向があっ
たが、少子化の影響か不景気の現在、親元から通っても
賃金に変わりがないのなら親元へ置きたい、親元から通
いたいという県内就職希望が高い現状である」と説明。
業界側からは資格取得と離職について、「資格取得まで
入社から4～5年かかる。就職してすぐに資格を取得で
きるように高校時代のフォローと無資格期間がある現
在の資格取得のしくみをなんとかしてほしい」「資格取
得の費用を企業側で負担しているが、資格は個人につい
ているものである、本来個人で負担して取得するものだ
という「意識と自覚」を教育の中に盛り込んでほしい」と
要望があった。このほか、協会事務局からは、東日本大震
災の被災県の入札参加要件が緩和され業者の参加が可
能になれば求人が伸びる。応援しやすい環境が出来れば
我々業界も是非協力したいと述べた。

採用企業・採用予定者も大幅増を報告

人材確保・育成推進
協議会を開催

32

※上記の記事はホームページに掲載されています。
http://www.a-kenkyo.or.jp

建退共秋田県支部から（財）建設業福祉共済団から
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菅　禮子

　秋田の大人たちが、子供を脅すのに「言うことを聞か

ねばモキャモキャが来るぞ！」というのがある。今はほ

とんど耳にしないので“あった”というべきか──

　外地育ちのわたしは「モキャモキャ」の意味がわから

ず“モモンガ”のことか？と思っていたが、ある人が「そ

れは蒙古のことだ」と教えてくれた。その真偽のほどは

解らないが、一応、これを真のこととして筆を進めよう。

　蒙古──昭和生まれのわたしが、遠い遠い蒙古の地に

憧れを抱くようになったのは何時からのことであった

ろう……小学生の頃、吾家に寄宿していた三人の従姉た

ちが口ずさみ、節に合わせて踊ったりしているその歌の

詩句とメロディにふと惹きつけられたのが初めと言え

ようか──

　〽天つ日影に生い立ちし大和撫子雄々しくも

　　救いの使命身に帯びて征きし乙女に幸あれや

　〽羊飼う子の笛の音は　祖国の歌を歌えども

　　胡砂吹く荒野風荒れて蒙古の王城今いずこ

　“征きし乙女”は明治時代に蒙古王の子女の家庭教師

として、単身蒙古の地に赴いた川原操（長野女子師範出）

のこと。

　彼女にまつわるエピソードは紙数の関係ご割愛する

が、わたしはこの歌に触発されて──わたしも川原操の

ように蒙古なる地に行ってみたいと憧れを抱いたの

だった。それは当時乙女たちの間で大流行した中原淳一

描くところの少女画に対する心情とおなじようなもの

ではなかったか？

　蒙古──その名が日本の国の津々浦々まで知れ渡っ

たのはかなり古い。十三世紀──文永十一年（紀元

1274）弘安四年（紀元1281）の二度にわたって忽必烈

を王とする元の兵が船団を組んで日本の北九州に侵攻

して来たのだ。折から襲来した颱風によって船は人諸共

にことごとく沈み元の日本侵略は挫折した。しかし、蒙

古（モキャモキャ）が来るぞという子供への脅し文句に

なるほど、それは日本国の人びとにとって有史以来未曾

有の恐怖の対象であったのだろう。

　ある日、わたしは一冊の本にめぐりあった。

　梅棹忠夫という方の『回想のモンゴル』（中央公論 

1990年10月刊行）という本である。いわゆる蒙古の大

草原に展開したフィールドワークを基礎に民族文明学

という独自の文明論を確立したその内容は、それまでの

フワフワした乙女チックなわたしの憧れを雲散霧消さ

せた。

　梅棹氏は京大時代、先輩 今西錦司氏が、大興安嶺や内

モンゴルを数ヶ月にわたって探査旅行した折の、果てし

なく拡がるモンゴルの大草原の魅力を語るのに刺激を

受け、いずれは自分もモンゴルの地に入って学術調査を

したいと希い、それを実行されたのだった。『回想のモン

ゴル』はその所産である。心を打たれたのは、その情報の

処理法である。面倒な資料を楽しんで整理している──

それについて、氏は“情熱的な夢を強烈な意思の力で、行

為につなげることだ”と言われた。

　後年視力を失われても尚かつ学問への情熱を失わな

かった氏のこのお言葉は、現在手足のシビレや、歩行の

ままならぬ状況にあって、厭世的・虚無的になりがち

だったわたしを蘇生させた。耐え難いと感じていた起居

動作が楽になった。そして最も嬉しいことは、少女時代

の夢だった蒙古を感じ、観ることができたことである。

なぜならわたしは梅棹忠夫氏の眼と心を通して、蒙古の

大草原を、そこに生活するモキャモキャの人びとの暮ら

しの様式やそこに棲む動物たちの姿を観た。

　氏は二月三日逝去された。今頃は、空の上で地球全体

のフィールドワークをされていることだろう。
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長い冬の憂さを一気に取り払うように
鮮やかな花が開く。
人の世は、目まぐるしく変わるが、
巡りまわる季節は逞しく不変。

「紅　梅」　絵／文　白澤 恵舟

遙かなるモンゴル（蒙古）と梅棹忠夫先生
おとな

もう こ

こ　さ

みさお

フ　ビ ライ

おど
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